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道北の漁業とさ け ・ます 

坂 野 栄 市 
亮か援援援援か 援捜苧援 幸お 苧授援援援援 老若男 援 多多 援援援援 かか 誇碧援援援援援援接蕎沫 

はじめに   
昭和 30 年を境として ，忽然と錬がその 姿を ず ご 容赦ねがいたい。 

けした。 追目 ヒに 、 では宗谷・留萌南支庁管 道北の主要魚種 

内をい 3) はかっての 練 黄金日手代の 中心を何 %  道北の沿海は ， 2 市， 13 町， 2 村にわたり， 

であ り，それだけに ， 道ノヒ の漁業の苦難は ， 漁業協同組合 ( 業種別，水産加工，生産など 

この練の去ったときからはじまった。 め 組合をのぞく ) は 24 をかぞえる ( 第 1 図 ) 。 

練 全盛期の各ょ 世或の漁業経営の 詳細は知ら 西側は北部日本海，東側 は 北部オホーツク 海 

ないが，一年の 経費と税金を ， 錬漁 だけで   充 で，これが宗谷海峡を 介してつながっている。 

分 まかなえた，ということを 聞いたことがあ 前者は対， 毛 暖流に，後者はオホーツクの 冷水 

る 。 今年の 3 月はじめに・ 増毛 @ の 目 と鼻の にあ らわれているので   ，生物相も多様で   棲息   
さきで，産卵 練 がとれた。 回遊範囲のせまい ， 環境も複雑であ る。 

@ 陳 だという人もあ る。 味はいまひとつしま 沿岸の海底は ，大まかにいえば ，本道側は 

                      雄一尾 300 円にもつくとなれば ，                                           に，技手，稚内それに 羽 

練への郷愁どころではないわけで ， 多獲 を期 幌 以南の海岸ぞいに 岩礁地帯がとびとびには 

待したいものであ る。 さまっている。 離島はいづれも 岩礁地帯であ それはそれと して，多くの 道北の道産子を ， る このような底質と 海の深浅，海流のちが 

二代，三代にわたって 育てた 6 束 ( 任ではあ った いなど   が，それぞれの 地先の生物相に 反映   

が， 練のおわりは。 一方では各組合に 多額の て， t 何 或の漁獲物を 特徴づけている。 そして 

こ げつき債権 を残し，他方では 好むと好まな 更に ， 大きな港を根拠にした 沖合漁業がこれ 

                  わらず， しかも急速に ，漁業の多 に加わってくる。 

様 化をもたらした。 ただ， 煉 以後の @ 業が大 道 ノヒ の漁獲物の生産高 ( 何年 ) を主要なも 
きく変ったのは ，観念的にば 解るのであ るが， のにつ         種類別にみれば 第 2 図のとおり 

どのように変っ たのか，現状 は どうなのか， であ る。 単一種類としては。 魚類では，すけ 

            うなことをこ 、 で 云々する             そうだ                                 水産動物では ， 

                                                                                  たこ， えび，             藻類では， 

こ 、 では，手もとにあ る資料をもとに ，道北 こんぶ，そしてあ わび，ぼたて ，ぼっきを 主 

の 生産魚種とその 中の一つであ る さ けますと 何とした貝類ということになる。 

いったものについて ，若干の数字をあ げるこ いま。 かっての 練と 比較する意味で   ，単一 

とと， さ けます増殖の 必要をうったえたいだ 魚種として 上ヒ較的 優勢なすけそうだらを 例に 

けであ る。 そのため，いささか 手前みそをな とれば，宗谷，留萌南支庁を 合計した水産物 
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未 @ が主力となり ，なかでも 1 一 3 トン未満 ものを利用しなければならない ，ということ 

がいちばん多い。 このように，生産高だけか と。 これらの中にさけますが 入ってきたら ， 

らみれば大型船による 漁獲が，道北の 漁業生 さきにあ げたような少糖魚種はこれからどん 

産の大きな部分を       さきにあ げた追目 ヒの なものに変っていくだろうかという 興味か       

多獲 種も魚類の大部分はこの 沖合漁業に ょ っ といつたら                               

ている。 それで，この 意味からこ、 では，漁業協同 

地域の漁業 組合の取扱高 ( 業務報告書による ) をもって お ｜ ょ じ め ｜ とわりしたいのは ， @@ 統計 きたものであ る。 ただ，組合の 取扱高 は 鮮魚 

ほ ついてであ る。 この種の統計は ，かなり諸 分 藻と 水産製品に分れており ，魚種が重複 す 

しいものが発表さ れているが，                             るものもあ り，種類ごとの ，同じ条件での 重 
ことになると ，ぼとんどが 市町村単位であ る。 量を出すわけにはいかないことなどもあ って ， 

しかし，ここに 云 う と ろ 五 % 域 ( も と 水産製品は除覚 ( 但し，藻類 は 種類も余りな 

も 沿岸寄りのと 云 う 意味の ) 漁業ということ く，このようなこともまずないのでぬき 出し 

になると，両町ォ す   単位ではどうしても 少量の た ) したものについて ，種類別にして 地域 ( では組合単位 二 ) による漁獲物のちがいと 
てこない場合があ る ( たとえば，かじか ， そ してあ げたのが第 1 表であ る。 このなかの 百   

                                                  なぜそのよう 分率は，いずれもいまいったような 意味の数 

な 角、 介の名前が出てこなければなら                 字であ り，正確なものではないが ，漁獲物の 

                                                            傾向は出ているのではないかということで   ， 

ば， い まの 漁 、 業は金になるものならあ らゆる あ えてあ げたものであ る。 

第 l 表 地域による漁獲物のちがい 

種類別割合 (%) 

  類 訳 
種 類 重量 金額 
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組合名 

種 類 山里 金額 

  
宗 谷 

 
 
類 l11.2l22.3@ さんま @41.3) さけ，ます (23.9@                                                       

水産動物 解 ・ 2 包・ 2 たこ たらばがに (59.4) (1.7) けがに (25.0) いか l0.5) ずわいがに @10.0)                       
藻 類 4.6 13.5 こんぶ (93.7) もづく ( 6.3) 

貝 類 一 l 一 

魚類 20.8 Fi.5 目㌃ ドだ 計 7) か 吉方 @1 ニ月 自ぢ アニ 目 5. ぢの乱ァだ ㍉ 4.8) 
水産動物 32.8 16.0 たこ (78.8) うに (14.8) なまこ ( 5.9) ほや @ 0.5) 

十 間 
藻 類 佃 ． 9 77.7 こんぶ ( 1 ㎝ １ ｜ １ 

魚 類 46.6  21.2 にしん そい (2.3@  @3.0@  さけ すけそう ・ます @5. @1.l) ㈲ さんま その他 f4.4@ (9.8)                     水産動物 40.7 35.1 １ --) たた らこ ば ( 力え 、 ・ ・ l9 ( 6 % 7 
稚 内 

藻 類 12.6                               

貝 類 0 ． 1 0 ． 1 ほつき ( 10 ㎝ 

魚 類 63.6         ひらめ ふぐ (2.8) (%.9) さけ かれ (1.5) ぃ偲 7.1) その他 ます (0.5) (7.0)                 
水産動物 5.4 0 ． 4 ほや ( 100) 

抜 海 
藻 類 31.0 f67.6 こんぶ ( 1 ㎝ 

貝 類 一 一 

魚 類 3.3  25.1  さけ [40.9@  ます⑬ 0 ． 7@  雑魚 (28.4)   

水産動物 4 巳 5 
豊富町 

藻 類 一 一 

天 塩 

遠 別 

貝 類 ㏄． 0 69.4 ぼっ き (63.7) えぞばか が い (36.3) 

魚 類 f62.1         かれ その他 い (62.3@ (7.0) ひらめ (14.9) さけ (8.4) ます (7.4) 
水産動物 4.8 3.7 たこ ( 100) 
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組合名 

種類別割合 (%) 

種類重量金額 

魚 類 59.8  %.5 

水産動物 40.2 41.5 

  
藻 類 一 一 

羽 幌 

  

苫 前 

小 平 

留萌市 

種 類 別 内 訳 

かれ ぃ (42.9) ひらめ (21.3) ふぐ (19.7) まぐろ ( 7.6) 
その他 ( 8.5) 

たこ ( 100) 

貝 類 一 一 

魚 類 75.2  60.8 かれ その他 ぃ (65. (19.4) 刀                                                               
水産動物 24.8 38.8 えび (%.9) たこ (30.6) いか (13.4) なまこ ( 1.1) 

藻 類 0 ．㎝ 0 ． 4 こんぶ ( 1 ㏄ ) 

貝 類 一 

62.0 魚 類 39.9 １ ） かそ れい し ( え 類 (0 6) 9 １ ま ) す @ ナ ( け Ⅱ そ 3 j) ( % ま 8 す ) ( Ⅱ ｜ よ 2 た ) よ たそ の ( ふ他 2( j 2 力 ， じ （ 

水産動物 35.5  47.7  えび @ ． 6@  たこ @ ． 0@  い か (16.4) 

藻 類 2.2  11.6  こんぶ (99.0@  生のり ( 1.0) 

貝 類 0 ． 3  0.8  ぼっ き 他 

魚 類 30.7 3f.2 かれ い (48.8) ひらめ (43.6) その他 ( 7.6) 

水産動物 55.8 35.5 たこ (83.0) う に (13.5) なまこ ( 3.5) 

藻 類   4.4l16.5l こんぶ (1 ㏄ ) 
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  種類別割合 (%)   
組合名   類         訳 

種 類 重量 金額 

魚 類 47.7 かれ ぼっ い け (61 (1 にしん その他 (18 (1 09 ） ま す ( l j す ナ そ ( j 

水産動物 27.3                                                                               たこ (12.6) 
鬼 脇 

藻 類 25.0 こ                   

貝 類 一 一 

魚 類㏄   2  71.7 。 -% Ⅰ 臣 @3 百             たら ます (28 (3             ぼっ かれ け い (23 (0             すけそ その他 う (0 (               
水産動物 8.4 1f.8                                           たこ (10.3) 

沓 形 
藻 類 1.1  9.4                                                                   貝 類 0 3 乙 l あ わ び ( 0 0 j   
水産動物 3.6 27.3                                           たこ ( 7.5) 

仙法 志 
藻 類 5.1 43.4                                                                     

貝 類 0 ． 4                           魚 類 46.1  18 ぼっ すけそう け (23 ( 8@  3.6@  ます その他 (11.0) (16 8 ● 1 l) 
水産動物 33.7  %.6  たこ (48.4@  う                                                         

天 元 
藻 ． 類 14.f6 27.1 こんぶ (88.5)                                   

貝 類 5.6 31.3 あ わび ( 1 ㎝ )   
水産動物 26.1 21.8 うに (51.2) たこ (48.8) 

焼 尻 
藻 類 9.9 22.5 わかめ (51.7) こんぶ (48.3)   
貝 類 5.9 24.3 あ わひ ( 100) 

魚 類 32.2 ぼっ そい け (5.4) (42.4) その他 たら (22 (2                                                 
水産動物 田 ． 4  うに (% ナハ @@ ｜ (( (( 3 ))l)) 

船 伯 
藻 類 26.2                                                         

貝 類 7.2 あ わぴ 魚 類 83.1  38.8 ほ いかな づ け (50 ご ( 1@  5.3@  かれ その他 ぃ (23 ( す す そ ( ム 3 ) 

水産動物 15.4                                                                     
香 深 

藻 類 1.2  9.0  こんぶ (85.1)                                   

貝 類 0 ． 3 2.9 あ わび ( 1 ㎝ ) 

註 ． 1. 各組合の業務報告書 (% 年 但し大売・煉屏 は 42 年， また 船泊 ， 鬼脇は仰 年の計画事にとっ 

た ) をもとにした ( 海藻以外の水産製品は 除外した ) 。 

2. 種類別内訳は 金額の多い順に 列記した。 括弧内の数字ばその 種類の合計額に 対する金額百 

分率。 

一 - 6 一 



地先水面に岩礁地帯の 多い地域 涼谷 ・声 

問，稚内， 抜海 ， 苫 前，小平および 離島など 

) では藻類の割合が 多い。 その主体はこんぶ 

であ るが，なかでも ，声問。 稚内， 抜海 とい 

った道北の先端部を 筆頭に，一部を 除いた離 

島地域はこれが 大変大きな 上ヒ 重をしめている。 

その他の南部の 地域は，こんぶは 全然ないか。 

あ っても少量で ， また品質も落ちるところか 

ら，金額的にもその 割合は小さくなる。 

貝類については ，砂地にすむものと ，岩礁 

地帯にすむものに 分れるわけで   ，前者はぼっ 

き ，ほたてが主体で   ，海藻生産地以覚の 各地 

域でとれる。 しかし， 日本海岸の北部の 砂浜 

地域 @ 富 ，天塩，連刷 ) を除いては，その 
割合は多いものではない。 貝類の中でもほた 

てはオホーツク ， ぼっきは日本海といわれた 

ものであ るが， 日本海のこの 北部砂浜地域で   

は， えぞ ばか貝がこれに 伐 ってきている。 後 

者は，あ わびがぼとんどで   ， その割合はとく 

に， 天売 ， 焼 尻の両島で大きい。 

水産動物は，各地域とも 一部を除いては 平 

均して重要な 生産物はたこであ る。 それ以外 

では，オホーツク 海側のかに類と ， 日本海側 

のえびであ る。 大きな回遊をするいかも 重要 

な種類であ るが，年によりかなり 豊凶があ る。 

離島ではうにが 特徴的であ る。 

魚類では，かれいが 各地域共通の 多 獲 魚種 

であ り，これに日本海の 本道側ではひらめ ， 

そして離島では ，ほつけが加わり ， さらに， 

北の離島ではたら ，すけそうだらが 重要にな 

ってくる。 

蝉北 とさけます 

Ⅱ ヒ緯 45 。 以ノヒ の海面とオホーツク 海は，領 

海を除いてさけますの 禁漁区になっているこ 

とから， 道耳ヒ のさけますの 漁業は，定置，一 

本釣，日本海ますの 各漁業と沿岸 小 定置，刺 

網による漁獲であ る。 第 1 表の種類内訳の 欄 

には， さ けますをとくに 太字で示したが ，お 

おまかに分ければ ，オホーツク 海側から送別 

地域にかけては 定置を主にして ，不定置， 刺 

網による漁獲，それより 南は小定置，刺網 ( 

一部日本海ます 漁業 ) による @ 獲，そして 離 
島は・ さらにこれに 一本釣による 漁獲が加わ 

るということになる。 

沿岸のさ け ます漁業は，他の 漁業と同様に。 

年による豊凶の 波はあ るが，絶対量の 少ない 

道北のさけます 漁の中でも・ 比較的高 い 水準 

で安定していると いえ るのは 猿払 以南の ォホ 

一ツク であ る。 沿岸のます漁は 不安定であ り   

そして大きくは ，隔年の豊凶の 周期に影響 さ 

れる。 

さ けます 漁、 の上 ヒ較 的多い，前記の 地域では， 

魚類の中にしめる 割合は高いが ， この表に用 

いた 叫年は， さ けますともにとくに 豊漁の年 

であ るので，平年はぼぼ 20% 余りとみてよい 

だろう。 このさけます 漁も，宗谷海峡をまわ 

って日本海に 入ると， その水準は低くなる ぅ 

えに，変動がより 大きくなってくる。 

道北のさけます 漁、 が 不振なのは，原因はい 

ろいろあ ると居、 ぅが ，有力な資源生産河川の 

ないこと， というよりも ，河川はあ るが， そ 

ね ちに 100%0 の能力を発揮させるまでに 至っ 

ていないのが 問題であ る。 ふ化場もすでにそ 

の観点から，長期的な 計画を進めているが ， 

道 Ⅱ ヒ の場合さらに 注目しなければならないの 

は「ます」であ る。 

オホーツク海と 日本海は， 沿 ・渡河川で生産 

されるますにとって・ 大きな天然の 飼育 油 で 

あ る。 これを利用しないてはな い のであ るが 

残俳ながら，いまのところ ，今道的にますの 

種苗 卵 が非常に少ない。 しかし手をこまね い 

ているわけにはいかないので   ，僅かづつでも 

よいから道北の 種苗 は ，白楊でまかなって い 

  以外にないのであ る。 とはいっても ，最初 

はなんといっても ，種苗の集中的な 放流が必 

要 なのは，道北に 限らず， また， ますに限ら 

な い ことであ るが，道北の 場合，日本海に 大 

きくとび出している 北の離島                     

を 種苗生産の基地として 考えてはどうだろう 

力   - 
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両島とも大き な川がないため ，河川そのも かし，魚類ではさけますだけであ る。                           

のは大きな種苗生産を 期待するには 限度があ はもとも                                                         漁業の 

るが，河川水を 蓄妻木だけに 利用して，登底 適種 として，なにをとるかは むづ かしいとこ 

的な海産魚からの 種苗生産をはかるのであ る。 ろであ る。 そしてまた，漁業の 対象となるま 

つまり，海で 成 致 させるのであ る。 離島はそ での生育期間も 重要であ る。 

の 地理的条件からみて ，海面或は内水面での さけは 4 年で成魚になるが ， さくらますは 

いろいろな規制は ，漁業者の協力が 得られれ 3 年，からふとますにいたっては 2 年で   50cm 

ば ，部外の人の 邪魔の入らない 理想的な実験 あ まりになるという 驚異的な成長を 示す さけ 

が 出来ると 尼、 う 。 このことは 島 自体が，さき ますが，再び 生れた河川に 入るためにもどっ 

に 云 う ところの，飼育 池 ，そのものの 中にと てくるというのは ，まことに興味深い。 そし 

び 出していることが。 増殖上の利点になるか て漁業者にとっては ，このうえない 有難い @ 

どうか， という興味も 深い。 質 であ るといはなければならない。 

さいごになったが ，第 2 表に，道北の 主要 第 1 表では， さ けますがまばらにのって い 

水産物の kg あ たりの単価 ( 円 ) をあ げた。 地 る 。 これが道北全地域にリストアップ さ     

域 別としては，各種類の 多 獲土ぬ 域の代表と ぃ そのうえ， さ けますが水産物の 最上位にう     った 意味であ げたものであ る。 平均して 高 クアップ さ れ る よ うになるのは ，道は近くは 

のは，えび，かに 類，貝類，藻類であ る。 急 ないが，夢ではない。 それが，かっての 漁業 

類 で高いのはひらめであ るが， さ けますはこ の大宗であ る練の去ったあ との，道北漁業の 

れらの水産物の 中でも上位に 入るものであ る。 めざす姿であ るべきとして ，漁業者と一体と 

この表に出てくる 水産物の中で ，最近になっ なって ， たのまない努力をつみ 上げていかな て 人工増殖が行なわれ ，一部で成果をあ げて ければならないと 居 、 .9999 

い るものに， こんぶ ， ぼたてなどがあ る。 し 

第 2 表 主要水産物の 単価 ( 円 /k 或 (% 年 ) 

註 : 組合の業務報告書の 取扱高から。 ( 農林技官 天塩文場 ) 

一 8 一 




